










Ⅰはじめに

　近年,乳幼児健康診査のあり方が種々の角度から検討されてきているが,健診

内容全体の中で発達評価のしめる比重は大きい。しかし,発達の評価にあたり,

既存の発達検査・知能検査を集団健診の場面で対象者全員に使用することは時

間的制約や検査の適用範囲に年令制限があるために殆んど不可能の状態である。


